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資料 市民・事業者の温暖化問題への意識 

（１）市民・事業者意識調査の概要 

①調査の目的 

市民・事業所意識調査は、十日町市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定に

あたり、市民及び事業者の地球温暖化問題に対する考え方や対策として望むこと等を明

らかにし、計画に市民及び事業者の意向や視点を反映させるための基礎資料とすること

を目的として実施しました。 

 

②調査対象 

・市民意識調査 ・・・20歳以上の市民の中から無作為に選んだ 1,000人を対象 

・事業者意識調査・・・市内の事業所から無作為に選んだ 200事業所を対象 

 

③調査方法及び調査時期 

・市民意識調査 ・・・平成 28年 7月 28日郵送、平成 28年 8月 10日返信期日 

・事業者意識調査・・・平成 28年 8月 1日郵送、平成 28年 8月 19日返信期日 

 

④回収結果 

 回収数及び回収率は以下のとおりです。 

 

 

表 配布数と回収数 

 市民 事業者 

配布数 1,000人 200社 

回収数 433人 105社 

回収率 43.3％ 52.5％ 

 

 

 

  



2 

（２）市民意識調査の結果 

Ⅰ：あなたご自身のことについておたずねします。 

１）性別 

 男女ほぼ半数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）年齢 

 最も多いのが 60 代、次いで 70 代以上となっており、反対に最も少ないのは 20 代以

下となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）職業 

 最も多いのが会社員・団体職員となっており、次いで無職となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性, 

48.7%女性, 

46.7%

不明, 

4.6%

20代以下, 

5.5%

30代, 

8.8%

40代, 

13.9%

50代, 

15.2%60代, 

31.4%

70歳以上, 

20.8%

不明, 

4.4%

農林水産業, 
5.5%

自営業, 
9.0%

会社員・

団体職員

など, 
27.5%

公務員・教員など, 
5.3%

パート・ア

ルバイト, 
12.2%

家事専業, 
14.1%

学 生, 
0.7%

無 職, 
16.9%

その他, 
3.7%

不明, 
5.1%
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４）居住地域 

 最も多いのが南中学校区となっており、次いで十日町中学校区、中条中学校区となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）家族構成 

 最も多いのが親と子の 2世代となっており、次いで親と子と孫の 3世代となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）住宅の形態 

 一戸建てが全体の 9割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

十日町中

学校区, 
16.6%

中条中学校区, 
11.3%

下条中学

校区, 
5.1%

南中学校区, 
21.7%

吉田中学校区, 
4.2%

水沢中学校区, 
8.3%

川西中学

校区, 
10.9%

中里中学

校区, 
8.1%

松代中学校区, 
5.5%

松之山中学校区, 
3.7%

不明, 
4.6%

単身世帯（ひ

とり暮らし）, …

夫婦のみ

の１世代, 
22.2%

親と子の

２世代, 
38.8%

親と子と

孫の３世

代, 24.9%

その他, 
1.8%

不明, 
4.6%

一戸建て, 

89.6%

集合住宅, 

4.4%

その他, 

1.2%

不明, 

4.8%
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Ⅱ：あなたの「地球温暖化問題」に対するお考えについておたずねします。 

１）「地球温暖化」に対する関心度① 

 「非常に関心がある」「ある程度関心がある」をあわせると、9割になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「地球温暖化」に対する関心度② 

 最も多いのが「難しくてよくわからない」、次いで「個人で地球温暖化対策を進め

ても効果があるとは思えない」となっています。 

  

問 １）あなたは、「地球温暖化」に対して、どの程度関心がありますか。 

最もあてはまる番号を１つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 428 人】 

問 ２） １）で「３.あまり関心がない」「４.全く関心がない」を選んだ方のみお答

えください。関心がない大きな理由は何ですか。最もあてはまる番号を１つ選び、

○をつけてください。 

【有効回答 49人】 

非常に関心

がある, 
19.2%

ある程度関

心がある, 
69.4%

あまり関心

がない, 
11.2%

全く関心がない, 
0.2%

地球温暖化よりも

気にしなければな

らないことがある, 
18.4%

自分の生活にあまり

関係がない, 12.2%

難しくてよく

わからな

い, 32.7%

個人で地球温暖

化対策を進めて

も効果があると

は思えない, 

24.5%

地球温暖化対策は

国や地方公共団

体、事業者が取り

組めばよい, 6.1% その他, 
6.1%
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３）温暖化防止に向けて重要な行動 

 最も多いのが「市民、事業者、市が連携して取り組むべきである」、次いで「市民

一人ひとりが生活様式を見直していくべきである」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 ３）市内全域が一体となって地球温暖化防止に向けた行動を進めるために、重要と

考えるものは何ですか。最もあてはまる番号を１つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 426 人】 

市民一人ひとり

が生活様式を

見直していくべ

きである, 
27.9% 事業者が事業

活動の中で積

極的に温暖化

防止対策を行

うべきである, 
4.5%

市が率先して地球温

暖化防止に取り組む

べきである, 8.2%

市民、事業

者、市が連

携して取り

組むべきで

ある, 55.2%

わからない, 
2.8%

その他, 
1.4%
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Ⅲ：あなたが考える地球温暖化対策の具体的な取組についておたずねします。 

１）温室効果ガスの排出を減らす取組 

 最も多いのが「家庭や工場・オフィス・お店などで、一人ひとりが省エネを心が

ける」、次いで「太陽光や水力、バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用を進

める」「ごみの３Ｒ（ごみの発生抑制、ものの再使用・再資源化）に努める」とな

っています。 

 

 

 

 

 

  

問 １）地球温暖化防止のために温室効果ガスの排出を減らす取組として、どのような

取組が必要だとお考えですか。最も必要だと考える取組の番号を３つ選び、○をつ

けてください。 

【有効回答 420 人】 

54.5%

51.2%

41.0%

28.1%

26.4%

23.1%

22.9%

21.4%

11.4%

9.3%

1.7%

0% 20% 40% 60%

家庭や工場・オフィス・お店などで、一人ひとり
が省エネを心がける

太陽光や水力、バイオマスなどの再生可能エ
ネルギーの利用を進める

ごみの３Ｒ（ごみの発生抑制、ものの再使用・
再資源化）に努める

温室効果ガスを減らす行動についての情報を
広く普及させる

省エネ改修への支援措置など、経済的な取
組を進める

二酸化炭素を吸収する緑を増やす

地球温暖化について学習する機会を増やす

家電製品や設備機器などを省エネルギー型
に入れ替える

法律や条例などによって、温室効果ガスの排
出を規制する

公共交通機関や自転車を利用するなどして、
自動車の使用を控える

その他
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２）温室効果ガスの排出を減らす取組を進める時期 

 最も多いのが「地球温暖化は待ったなしの状況なので、すぐにでも取り組むべ

き」、次いで「条件を整えながら段階的に取り組み、おおむね 10年以内に進める

とよい」となっています。 

  

問 ２）前問であなたが選んだ取組は、いつ頃をめどに進めていくのがよいとお考えで

すか。最も近いものの番号を１つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 417 人】 

地球温暖化は待っ

たなしの状況なの

で、すぐにでも取り

組むべき, 57.8%

条件を整えながら段

階的に取り組み、お

おむね10年以内に

進めるとよい, 24.0%

今後の技術の

進歩を考え

て、10～20年

後をめどに進

めるとよい, 

5.5%

息の長い取組なの

で、30年以上の長期

的な視点で進めると

よい, 1.0%

特に年限にはこだわらず、国や世界の

動向に歩調を合わせて進めるとよい, 
7.7%

取組が前にさ

え進んでいれ

ばよい, 4.1%
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３）日常における温暖化防止の取組 

【取組状況】 

 「常に取り組んでいる」と回答した割合が６割を超えた項目は、「こまめな消灯を

心がける」「テレビなどをつけっぱなしにしない」「シャワーや歯磨きのときは水

道水を流しっぱなしにしない」「冷暖房をつけっぱなしにしない」でした。 

 一方で、「取り組むつもりはない」と回答した割合が３割を超えた項目は、「外出

時にはできるだけ公共交通機関などを利用する」でした。 

 

 

 

 

 

  

問 ３）地球温暖化防止のため、日常生活の中で取り組んでいることは何ですか。最も

あてはまる番号を各項目それぞれ１つ選び、○をつけてください。また、「取り組む

つもりはない」を選んだ方は、「取組を妨げる理由」を下欄から選び、番号を記入し

てください。 

取組状況【有効回答 398～417 人（設問によって異なる）】 

妨げる理由【有効回答 2～111 人（設問によって異なる）】 

71.0

41.9

65.6

73.1

44.9

70.6

43.2

49.0

53.6

48.8

20.5

31.7

7.8

48.2

24.8

26.6

40.0

29.6

23.8

40.3

24.1

35.9

34.6

32.2

38.0

19.8

40.4

16.1

27.6

9.5

2.4

15.0

4.8

3.1

13.1

4.6

17.0

14.7

11.8

12.4

49.9

24.5

43.9

19.6

47.9

3.1

1.7

0.7

3.9

1.7

2.4

0.7

9.9

3.4

32.2

4.5

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常に取り組んでいる 時々取り組んでいる 今後取り組みたい 取り組むつもりはない

こまめな消灯を心がける

使わない家電製品は主電源を切る

低公害車や低燃費車を購入する

テレビなどをつけっぱなしにしない

シャワーや歯磨きのときは水道水を流しっぱなしにしない

風呂は、時間をあけずに入るようにし、追い炊きをしない

冷暖房をつけっぱなしにしない

冷房は28℃、暖房は20℃を目安に温度設定する

クールビス、ウォームビスを心がける

マイバックを持参し、レジ袋を断る

ごみの量を減らすよう心がける

使用済みてんぷら油の回収に協力する

近くへの用はなるべく歩くか自転車で行く

外出時にはできるだけ公共交通機関などを利用する

駐停車時はアイドリングストップを心がける
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【取組を妨げる理由】 

 「便利さ・快適さが損なわれる」「手間がかかる」「効果に疑問がある」が比較的

多く選ばれています。 

  

33.3

20.0

50.0

73.3

20.0

2.9

69.2

62.2

17.6

40.0

6.7

40.0

11.1

3.6

11.1

5.7

6.3

5.9

90.9

41.7

6.7

55.6

33.3

57.1

15.4

23.4

23.5

1.5

16.7

50.0

13.3

20.0

11.1

66.7

2.9

15.4

1.8

29.4

3.0

8.3

11.1

11.4

11.8

40.0

20.0

20.0

2.7

11.8

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利さ・快適さが損なわれる 生活習慣を変えたくない 費用がかかる

手間がかかる 効果に疑問がある 忘れてしまう

使わない家電製品は主電源を切る

風呂は、時間をあけずに入るようにし、追い炊きをしない

冷暖房をつけっぱなしにしない

冷房は28℃、暖房は20℃を目安に温度設定する

クールビス、ウォームビスを心がける

ごみの量を減らすよう心がける

使用済みてんぷら油の回収に協力する

近くへの用はなるべく歩くか自転車で行く

外出時にはできるだけ公共交通機関などを利用する

駐停車時はアイドリングストップを心がける

低公害車や低燃費車を購入する

マイバックを持参し、レジ袋を断る
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Ⅳ：お住まいの家に対するあなたのお考えについておたずねします。 

１）住居の省エネ基準対応状況 

 最も多いのが「省エネ基準に対応していないので、将来的に省エネリフォームを

したい。」、次いで「わからない」となっています。 

 一方で、最も少ないのが「省エネ基準に対応しておらず、省エネ性能への関心も

ない」となっています。 

 

 

 

 

  

問 １）現在、あなたがお住まいの家は、省エネ基準（断熱性、気密性、採光性、日射

遮蔽、換気など）に対応していますか。あてはまる番号を１つ選び、○をつけてく

ださい。 

【有効回答 352 人】 

平成11年以降の省

エネ基準に対応し

ている
21.0%

省エネ基準に対応し

ていないので、将来

的に省エネリフォーム

をしたい
34.9%

省エネ基準に対応して

おらず、省エネ性能へ

の関心もない
9.7%

わからない
34.4%
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２）再エネ・省エネ設備導入の意向 

 「すでに導入している」と回答した割合が 3割を超えた項目は、「ＬＥＤ照明」

「断熱材・ペアガラス」となっています。 

 一方で、「導入するつもりはない」と回答した割合が 7割を超えた項目は、「ガス

エンジン給湯器（エコウィルなど）」「潜熱回収型ガス給湯暖房熱源機（エコジョ

ーズなど）」となっています。 

 

 

 

  

問 ２）あなたがお住まいの家に、今後、省エネルギーや再生可能エネルギーを考慮し

た設備を導入済み、または導入する予定はありますか。それぞれの設備について、

お住まいの状況に最もあてはまる番号を各項目それぞれ１つ選び、○をつけてくだ

さい。 

【有効回答 375～404人（設問によって異なる）】 

1.5

0.8

15.7

0.8

0.8

2.6

6.8

1.3

44.1

37.8

8.8

0.5

1.8

0.5

0.5

1

0.8

2.4

16.1

4.5

4.5

0.5

33.7

29.8

39.9

24.7

25.1

36.7

30.1

39.2

34.2

36

44.7

35.2

64.8

69.4

42.7

74

73.6

59.6

62.3

57.1

5.7

21.7

41.9

63.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに導入している 今後導入する予定がある
予定はないが導入してみたい 導入するつもりはない

太陽光発電システム（ソーラーパネル）

太陽熱温水器

ヒートポンプ給湯器（エコキュートなど）

ガスエンジン給湯器（エコウィルなど）

潜熱回収型ガス給湯暖房熱源機（エコジョーズなど）

ペレットストーブ・薪ストーブ

消費エネルギー表示（省エネナビ、ＨＥＭＳなど）

断熱材・ペアガラス

ハイブリッド自動車

電気自動車

蓄電池・燃料電池（エネファームなど）

ＬＥＤ照明
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Ⅴ：あなたが市や事業者に対して期待していることについておたずねします。 

１）温暖化防止に向けて十日町市に期待すること 

 最も多いのが「ごみの減量化・リサイクルを推進する」、次いで「太陽光発電など

の再生可能エネルギー設備の導入に対する補助金等の支援制度を充実する」「森林

の保全整備を推進する」となっています。 

 一方で、最も少ないのは「二酸化炭素など温室効果ガスの排出を法や条例によっ

て規制する」、次いで「広報誌、パンフレットなどにより環境の情報提供を行う」

となっています。 

 

 

 

 

 

  

問 １）地球温暖化防止のために、十日町市に対して期待していることは何ですか。最

もあてはまる番号を３つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 387 人】 

64.6%

49.9%

42.4%

38.2%

31.3%

26.4%

14.2%

13.7%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80%

ごみの減量化・リサイクルを推進する

太陽光発電などの再生可能エネルギー設備
の導入に対する補助金等の支援制度を充実
する

森林の保全整備を推進する

公共交通機関を充実させ、住民の利用促進
を図る

市自らが再生可能エネルギー設備の導入や
環境に配慮した事務用品の購入などに取り組
む

環境教育・環境学習の機会を増やす

地球環境の保全のために活動している住民
団体などへの支援を行う

二酸化炭素など温室効果ガスの排出を法や
条例によって規制する

広報誌、パンフレットなどにより環境の情報提
供を行う
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２）温暖化防止に向けて事業者に期待すること 

 最も多いのが「ごみの減量化・リサイクルに努める」、次いで「省エネを心がけ、

エネルギーを効率的に使用する」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）温暖化防止に向けて市民が取り組むべきこと 

 最も多いのが「各家庭における省資源・省エネルギーの実施」、次いで「行政や企

業が実施する地球温暖化防止対策への協力」となっています。 

 一方で、最も少ないのが「自動車購入の際は、低燃費自動車やハイブリッド自動

車などを選ぶ」「太陽光発電、地中熱利用、バイオマスストーブなど、家庭での再

生可能エネルギーの利用」「森林整備や緑化推進活動への積極的な参加」となって

います。 

 

  

問 ２）地球温暖化防止のために、事業者に対して期待していることは何ですか。最も

あてはまる番号を１つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 375 人】 

問 ３）地球温暖化防止のために、市民が取組むべきことは何だと思いますか。最もあ

てはまる番号を１つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 383 人】 

各家庭にお

ける省資

源・省エネ

ルギーの実

施, 53.5%

行政や企業が実

施する地球温暖化

防止対策への協

力, 17.5%家電製品などは省

エネルギー型のも

のを購入する, 
8.6%

自動車購入の際

は、低燃費自動

車やハイブリッド

自動車などを選

ぶ, 5.2%

太陽光発電、地中

熱利用、バイオマス

ストーブなど、家庭

での再生可能エネ

ルギーの利用, 7.6%

森林整備や緑化推進活

動への積極的な参加, 
7.6%

ごみの減

量化・リサ

イクルに努

める, 

29.8%
二酸化炭

素を吸収

する緑を事

業所敷地

内に増や

す, 4.6%

効率の高い省エネルギー機

器を導入する, 9.2%

太陽光発電、ヒートポンプな

どの再生可能エネルギーの

利用を進める, 15.5%

省エネを心がけ、

エネルギーを効

率的に使用する, 
19.4%

省エネ製品やエコ商品

の開発、製造、販売等の

事業を展開する, 8.1%
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Ⅵ：エネルギーに関するあなたのお考えについておたずねします。 

１）東日本大震災以降のエネルギーに対する考え① 

 「変わった」が最も多く、4割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）東日本大震災以降のエネルギーに対する考え① 

 最も多いのが「再生可能エネルギーなどへの転換が必要と感じたから」、次いで

「エネルギーを大量消費する社会を見直すべきと感じたから」となっています。 

 

 

 

 

  

問 １）東日本大震災の前後で、あなたのエネルギーに対するお考えは変わりましたか。

あてはまる番号を１つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 390 人】 

問 ２）前問で「１．変わった」を選んだ方のみお答えください。あなたがそのように

お考えになる理由は何ですか。最もあてはまる番号を１つ選び、○をつけてくださ

い。 

【有効回答 181 人】 

変わった, 
46.7%

変わらな

い, 21.3%

どちらとも

いえない, 
32.1%

需要に対して、エ

ネルギー不足に

ならないしくみが

必要と感じたから, 
17.7%

再生可能エネル

ギーなどへの転換

が必要と感じたか

ら, 47.5%

エネルギーを大

量消費する社会

を見直すべきと感

じたから, 34.8%
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３）再生可能エネルギー施策についての考え 

 最も多いのが「一般住宅や企業向への再生可能エネルギー導入にかかる補助・助

成などといった施策にもっと力をいれてほしい」、次いで「水力・バイオマス発電

所など大規模な再生可能エネルギー施設の整備を積極的に進めてほしい」となっ

ています。 

 

 

 

 

  

問 ３）市では、低炭素・循環型社会を構築する取組として、太陽光、バイオマス、地

中熱、水力などの再生可能エネルギー創出についての施策を進めています。このこ

とについて、何を期待されますか。最もあてはまる番号を１つ選び、○をつけてく

ださい。 

【有効回答 385 人】 

 

水力・バイオマス発

電所など大規模な

再生可能エネル

ギー施設の整備を

積極的に進めてほ

しい, 40.5%

庁舎や公共施設への再生可

能エネルギー設備導入を積

極的に進めてほしい, 13.8%

一般住宅や企業向へ

の再生可能エネル

ギー導入にかかる補

助・助成などといった

施策にもっと力をいれ

てほしい, 43.6%

その他, 
2.1%
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（３）事業者意識調査の結果 

Ⅰ：貴事業所のことについておたずねします。 

１）業種 

 建設業が約 26％と最も多く、次いで小売業、農林水産業となっており、これらで全体

の 6割弱を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）従業員数 

 9人以下が全体の 7割近くを占めています。 

 

 

 

  

建設業

25.7%

小売業

16.2%

農林水産業

15.2%

サービス業

12.4%

卸売業

4.8%

その他の製造業

3.8%

飲食店

2.9%

運輸・運送業

2.9%

繊維製品製造業

1.9%

電気・ガス供給業

1.9%
食料品・飲料品製造業

1.0%
情報サービス業

1.0%

その他

10.5%

9人以下
67.6%

10～49人
28.6%

50～99人
0.0%

100～149人
1.0%

150人以上
2.9%



17 

Ⅱ：貴事業所の地球温暖化対策に対する考え、状況についておたずねします。 

１）地球温暖化対策に事業者として必要な取組 

 最も多いのが「ごみの３Ｒ活動（発生抑制・再使用・再資源化）に努める」とな

っており、次いで「事業所や工場などにおける従業員の行動を見直し、省エネに

努める」「太陽光・風力発電などの再生可能エネルギーの利用を進める」となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 １）地球温暖化対策に向け、事業者としてどのような取組が必要だとお考えですか。

より必要だと考える番号を３つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 104 社】 

58.7%

49.0%

40.4%

37.5%

36.5%

25.0%

11.5%

9.6%

1.9%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80%

ごみの３Ｒ活動（発生抑制・再使用・再資源化）
に努める

事業所や工場などにおける従業員の行動を見
直し、省エネに努める

太陽光・風力発電などの再生可能エネルギー
の利用を進める

事業所や工場などにおける設備機器・生産ラ
インなどを見直し、省エネに努める

従業員に対し、環境に関する教育の実施に努
める

二酸化炭素を吸収する緑を、事業所や工場の
敷地内に増やす

通勤・外出時に自転車を利用するなどし、自動
車の使用を控える

環境に関する取組状況を広く一般に広報する

Ｊ－クレジットなどを用いて、排出される温室効
果ガスについて相殺する

その他
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２）貴社のエネルギー消費量の削減可能量 

 削減が可能と回答している事業所の割合は、いずれのエネルギーも 5割を占めて

おり、特に「電気」「ガソリン・軽油」はその割合が高くなっています。 

 反対に、削減できないと回答した割合は 12～18％となっています。 

  

問 ２）貴事業所における電気、ガス、灯油などのエネルギー使用量について、今後 5

年間で省エネルギーに努めることによって可能と考えられる消費量の削減率につ

いて、貴事業所のお考えに最も近い番号を各項目（種類）それぞれ１つ選び、○を

つけてください。 

【有効回答 26～98 社（設問によって異なる）】 

40.0

37.0

36.0

27.0

37.0

18.0

14.0

22.0

19.0

21.0

5.0

4.0

3.0

3.0

4.0

1.0

15.0

12.0

16.0

12.0

18.0

21.0

33.0

24.0

38.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1～5% 6～10% 11～20% 21%以上 削減できない わからない

電気

ＬＰＧ

灯油

重油類

ガソリン・軽油
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３）地球温暖化対策に十日町市に期待する取組 

 最も多いのが「ごみの減量化・リサイクルを推進する」となっており、次いで

「住民に対して環境保全意識の啓発活動を行う」「太陽光発電など再生可能エネル

ギーを利用した設備の導入に対する支援制度を充実する」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 ３）地球温暖化対策のために、貴事業所が十日町市に対して特に期待している施策

はなんですか。最も当てはまる番号を３つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 101 社】 

64.4%

38.6%

35.6%

33.7%

18.8%

18.8%

17.8%

13.9%

9.9%

7.9%

7.9%

6.9%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

ごみの減量化・リサイクルを推進する

住民に対して環境保全意識の啓発活動を行う

太陽光発電など再生可能エネルギーを利用し
た設備の導入に対する支援制度を充実する

環境に配慮した行動をとっている事業者に対
し、独自の認証制度を設ける

地球環境保全に関する調査・研究を進め、広く
情報提供を行う

温暖化対策、省エネ対策についての相談窓口
を設ける

二酸化炭素など温室効果ガスの排出を条例に
よって規制する

事業者による環境自主行動計画などの計画策
定に対し支援を行う

その他

環境講座などを開講し、事業所向けの省エネ
対策などについて学習の場を設ける

省エネ活動に対し支援を行う

事業者によるISO14001、ｴｺｱｸｼｮﾝ21などの認
証取得に対し支援を行う

森林の保全整備を推進する



20 

４）省・新エネルギー設備の導入状況 

【導入状況】 

 「すでに導入している」が最も多いのは「ＬＥＤ照明」、次いで「断熱材・ペアガ

ラス」となっています。 

 「今後導入する予定である」「導入する予定はないが導入してみたい」を合わせる

と、最も多いのは「ハイブリッド自動車」、次いで「空調・ＯＡ機器などの省エネ

型業務用機器」「電気自動車」となっています。 

 「導入するつもりはない」が最も多いのは「風力発電システム」、次いで「ＢＥＭ

Ｓ」となっています。 

 

 

 

  

問 ４）貴事業所では、省エネルギーや新エネルギーを考慮した設備などを導入してい

ますか。あてはまる番号を各項目それぞれ１つ選び、○をつけてください。 

また、「４．導入するつもりはない」と回答された場合は、その理由を下欄（Ａ

～Ｇ）から選び番号をご記入ください。 

導入状況【有効回答 88～99 社（設問によって異なる）】 

導入しない理由【有効回答 14～72社（設問によって異なる）】 

 

1.0

2.2

7.4

15.5

3.4

21.3

43.4

2.1

6.3

1.1

7.2

1.1

1.1

3.2

21.2

3.1

8.3

1.1

34.0

29.5

20.2

26.7

28.4

39.2

34.1

27.2

34.0

20.2

29.2

40.6

41.9

64.9

70.5

79.8

71.1

63.2

38.1

61.4

71.7

41.5

15.2

65.6

44.8

57.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに導入している 今後導入する予定である

導入する予定はないが導入してみたい 導入するつもりはない

太陽光発電システム

太陽熱利用システム

風力発電システム

コージェネレーションシステム

高性能ボイラーなどの高効率機器

空調・ＯＡ機器などの省エネ型業務用機器

デマンドコントロールシステム

ＢＥＭＳ

断熱材・ペアガラス

ＬＥＤ照明

屋上緑化・壁面緑化

ハイブリッド自動車

電気自動車
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【導入しない理由】 

 全般的に「費用負担が大きい」の割合が高くなっています。 

 「情報がない（よく知らない）」「特に理由はない」の割合が高いのは、「コージェ

ネレーションシステム」「デマンドコントロールシステム」「ＢＥＭＳ」となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.8

38.1

36.1

30.6

32.1

39.4

25.0

28.6

41.7

64.3

27.6

56.4

49.0

18.6

17.5

20.8

11.3

16.1

15.2

13.5

15.9

16.7

7.1

37.9

2.6

2.0

11.9

11.1

15.3

3.2

1.8

5.8

4.8

2.8

7.1

3.4

5.1

4.1

1.7

3.2

4.2

4.8

5.4

3.0

3.8

4.8

1.7

2.6

6.1

3.4

7.9

5.6

25.8

12.5

6.1

21.2

23.8

5.6

3.4

2.0

8.5

12.7

9.7

16.1

17.9

24.2

19.2

14.3

25.0

7.1

15.5

23.1

26.5

10.2

9.5

8.3

8.1

14.3

12.1

11.5

7.9

8.3

14.3

10.3

10.3

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

費用負担が大きい 構造上導入できない

効果に疑問がある 機器を利用するための社会的基盤が整っていない

情報がない（よく知らない） 特に理由はない

その他

太陽光発電システム

太陽熱利用システム

風力発電システム

コージェネレーションシステム

高性能ボイラーなどの高効率機器

空調・ＯＡ機器などの省エネ型業務用機器

デマンドコントロールシステム

ＢＥＭＳ

断熱材・ペアガラス

ＬＥＤ照明

屋上緑化・壁面緑化

ハイブリッド自動車

電気自動車
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Ⅲ：温暖化対策における市民や行政との協働についての考えをおたずねします。 

１）住民・事業者・行政の連携について 

 最も多いのが「活動していないが、関心

はある」となっており、全体の 7割を占

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

３）住民・事業者・行政の連携の取組への関心 

 最も多いのが、「ごみや廃食油などのリサイクル活動への協力」となっており、次

いで「敷地内および地域の緑化活動への参加」「地球温暖化対策に向けた活動への

協力」となっています。 

 

 

 

 

問 １）地球温暖化対策のためには、住民・事業者・行政の連携した取組や活動が必要

となっています。このような取組や活動について、貴事業所があてはまる番号を１

つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 101 社】 

問 ３） １）で「３．活動していないが、関心はある」と回答された方にお聞きしま

す。活動する場合、どのような取組に関心がありますか。貴事業所があてはまる番

号を３つ選び、○をつけてください。 

【有効回答 94社】 

すでに活動しており、今後

拡大していきたい
5.9% すでに活動

している
8.9%

活動していないが、関

心はある
68.3%

活動する予定

はない
16.8%

46%

35%

20%

19%

19%

14%

6%

1%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ごみや廃食油などのリサイクル活動への協力

敷地内および地域の緑化活動への参加

地球温暖化対策に向けた活動への協力

環境イベントへの参加

新エネルギーや省エネルギー設備のモニター
としての協力

ノーマイカーデーの実施

児童、生徒や学生の企業見学の受け入れ

行政が主催する環境講座などへの講師として
の参加

その他


